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No.１
3章；遠賀の教育鉦

［〒E癩子蒋菜５５翼

滋賀県基本構想「未来を拓く８つの扉」（平成23年３月策定）
基本理念「未来を拓く共生社会へ～人とともに琵琶湖とともに～」
＜暮らしの将来の姿＞
ア健康
いくつになっても活動的でいられ、幸せな最期を迎えられる社会

イ働く
仕事と家庭や地域生活を両立できる社会

ウ住む
歩いて暮らせる安全・安心で環境と共生する社会

エ学ぶ.育てる
人間性や生きる力を育む社会

オ楽しむ
伝統・文化や自然、地域に親しめる社会

力つながる,
交流を深め、支え合う、つながりのある社会

く地域の視点で描く将来の姿＞
環境との共生を図りながら、地域特性を活かした産業が展開する資源
循環型の馳賊社会で、自然災害に強く、安心して暮らせる社会

第２室第１ H計画の成果と魁

ことができるよ
う、その基礎となる主体性と社会性を育てる教育

Ｅﾆﾖ霄菫吾重雲鐵癒仙や圖然と共蝿る人
イチャレンジし、新しい時代を切り拓く力を備えた人
ウ「近江の心」を受け継ぎ、地域社会に貢献できる人

全-重遜土竺鍵譲溌糯箏ましい人づくり
～学び合い支え合う「共に育つ」滋賀の教育～

＜３つの基本的方向性＞
方向性l子どものたくましく生きる力を育みます
方向性２子どもの育ちを支える環境をつくります
方向性３すべての人が共に育ち、社会を創る生涯学習を し

第４章今＄２Ｓ虫 Zする力

Ｉ

１

Iまじめに’ｒ(＝ﾊｪ711へ.…， ０中．-.,
’一丁・均一｡．’。狐一：．]ヨト，~P'Eu■■｡,,■PG,_c･･｡｡マヰし+,o)｡P＋■小゛･b1F1.･，－１-4--..ＤＩ印1.･凸､廿,!

■

■｡

■.

､￣厨下面棗ﾗ莇讓垣司

教育基本法の理念に基づき、社会状況の変化や現下の教育裸題に対応し、滋賀の教育の一層の推進を図ろため「第２期滋賀県教育振興基本計
画」を策定
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（１）性格
ア教育基本法に
イ滋賀県におけ

規定される地方公共団体の定める「教育の振興のための施策に関する基本的な計画」
る教育分野に関する施策を総合的かつ体系的に構築する中期的な計画

ウ滋賀県基本構想を上位計画とし、滋賀県が策定する他の構想・計画・指針等と整合した計画
（２）計画期間

平成26年度(2014年度）から３０年度(2018年度）５年間
（３）本計画における「教育」の範囲
ア教育を受ける場所に力
イ知事部局一騨察木部一

苫かわらず家庭教育、学校教育､社会教育を含む。時期にかかわらず各個人の主体的な学びである生涯学習を含む。
教育零員会が所管する今野・旅篭存含み＿湯爾倶に鋸片島鐡吉答野に鴎十Z缶if糖鈩謹答餉かつ佐粟的lど溌蕊＝

冨葛１章滋習の霞H寶弄めく゛る現状と翻醒日

１１ 社会情勢の変化
（１）~入-口寵露鈩社芸、 少子高齢社会の進行

男女共同参画、生涯現役時代、核家族化、地域のつながりの希薄化
目的意職の低下、学校から社会・職業への移行の諜題

（２）国際化や情報化の進展に伴うグローバル社会の到来
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材、イノへ゛－ｼﾖﾝを実現する人材、外国人児童生徒支援、情報教
育の課題

と学校安全の状況
事故・事件への対策、防災対策、防災教育の必要性

（２）生徒指導上の藷問題
いじめや不登校等、虐待や、Ｖなど

（３）人権教育・道徳教育
自尊感情、感性豊かな心、人間関係、規範意識の育成

基礎的・基本的な知織・技能の定着やその活用、学習意欲に課題
（２）体力・運動能力の状況

体力の低下、スポーツ実施率が低い等の課題
（３）魅力と活力ある学校づくり

県立高等学校再編計画の藩実な推進
（４）特別支援教育

児童生徒の増ｶﾛ、インクルーシプ教育システムの構築、就労対策
（５）家庭・地域との連携

社会全体で子どもを育てる取組の充実等
（６）教職員の教育力

学習意欲や主体的な学びを導く力、教育の専門家としての確かな力趾

た教育の推進
滋賀の自然や地域と共生する力、地域への愛藩を持ち地域に貢献でき
る人の育成

（２）生涯学習

(３）
高い生涯学習意鐡を生かした生涯学習社会の構築
キャリア教育の推進
家庭や地域、企業との連携を図つたキャリア教育の充実

（４）全国規模の大会開催をとらえたスポーツ・文化芸術活動の振興
国民体育大会や全国商等学校総合体育大会、全国高等学校総合文化祭
を契機としたHh組の推進

宙エク童ｇ嵐１面ﾛ爵Ｈ函ｉＤＤＢ腫里jP輿里甚日

＜子どもたちの「生きる力」
１「確かな学力」を育む

を育む＞

･３５人学級鰯制の推進・探究的学習の充実・授業改善
･各高校が特色を活かした指導改善・情報活用能力育成
･外国語教育、国際理解教育の推進・特別支援教育の推進

２「豊かな心」を育む
.いじめへの家庭・地域、関係機関の連携による取組
･不登校等にかかる教育相談体制の充実
・道徳教育、人権教育の推進・楕報モラルの育成

３「健やかな体」を育む
・運動習憤の定蒜やスポーツを実施する機会の充実
･基本的生活習慣の確立など健康の保持増進

４「滋賀の自然や地域と共生する力」を育む
･地域の価値、先人の知恵に触れ、郷士を愛する心を育成
･豊かな体験活動に向けた一層の取組推進

５信頼される角熱交をつくる
･学校支援地域支援本部、学校評価などによる地域とともに
ある学校・学校安全対策の推進

６教育力を高める
･授業力等の向上・優秀な人材の確保
･健康管理や時間外労働の縮減に向けた取組

＜社会全体で子どもの育ちを支える＞
･子育て支援策の一層の推進
･児童虐待・非行防止等子どもが健やかに育つ環境づくり
･県民の教育への関心を高める取組の推進

＜学びあい、支えあう生涯学習社会をつくる＞
･学習情報、学習機会の適切な提供
･消費者教育、交通安全教育等の推進
･総合型スポーックラプなど身近なスポーツ環境の整備
･歴史文化遺産を活用した学び

↓

･今後さらに推進していくべき施策や未だ達成できていない課
題も存在し、､第１期計画において「今後１０年間に目指す滋
賀の教育の姿」として教育の基本目標に掲げた「未来を拓く
心豊かでたくまい､人づくり～みんなで支えあい自らを高め
る教育の推進～」の達成は未だ途上にある。

第４章今後5年間に実施する施策と重点取組
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第２期滋賀県教育振興基本計画一素案の概要
No.２

薗琵

－２－

課躍 への取観 ＳＣ

４「近江の心」を受け継ぎ育むために

(1)滋賀の自然や文化、地域に学ぶ体験活動の推進
(2)滋賀の歴史に学び、親しむ取組みの推進
(3)生涯にわたる学びの推進

１『確かな学力」を育むために

(1)学力の向上
(2)教育力の向上
(3)学ぶための環境を整える

２いじめを許さず．子どもの「安全・安心」を守るために

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｎ
位
Ｃ
ｕ

いじめを許さない教育の推進
体罰のない教育の推進
防災・防犯対策の推進
生徒指導上の課題への対応

３「健やかな体」を育むために

(1)子どもを運動好きにする取組等の一層の推進

(2)誰もが親しめるスポーツ活動の充実
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１「確かな学力」を育む

(1)子どもに確かな学力を
身につけさせるための

授業改善の推進
(2)社会全体の変化に対応

して新たな価値を主導
･創造する教育の推進

Ｓ「健やかな体」を育む

(1)体力向上と健康の保持
増進

(2)健全な心身を育む食育
の推進と生活習慣の向
上

２「豊かな心」を育む

(1)社会性や思いやりの
心の育成

(2)人と人との絆を深める
豊かな人間関係の育成

(3)互いの人権を尊重する
心や態度の育成

６多様な進路・就労の実
現に向けた教育の推進

(1)社会的・職業的自立を
・目指すｷｬﾘｱ教育の推進
(2)個貨のニーズに応じた
就労機会拡大に向けた
取組の推進

５共生社会に向けた多様

なニーズに対応する教育
の推進

(1)特別支援教育の推進

(2)外国人児童生徒等への
学習支援

臣害意ﾗヨ

⑳
⑭
⑳

※滋賀県においては「生きる力」を
｢確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」
の３点に、「滋賀県の自然や地域と共生
する力」をｶﾛえたものを指す。

滋喪の自然や
地域と

共生する力

４「滋五の自然や地域と共
生する力」を育む

(1)地域資源を活用した特
色ある教育の推進

(2)自然体験活動を取り入
れた実践的な環境教育
の推進
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３安全・安心な学校
･地域をつくる

(1)全ての子どもにと
って居心地のよい

学校・地域づくり
(2)学校安全体制の整

備の推進
(3)子どもが自ら命を
守る力を身に付け
る教育の推進

１魅力と活力ある学校を
つくる

(1)魅力と活力ある学校づ
くり

(2)信頼される学校づくり．

(3)私学教育の握興
(4)高等教育機関を生かす
取組の推進

(5)修学の経済的支援の
実施

５社会全体で子ども
を育てる環境をつ
くる

(1)地域の力を学校に
生かす仕組みづく
り

(2)社会全体で子ども
の育ちを支援する
取組の推進と情報
の発信

４子育て環境支援の
充実を図る

(1)子育て、家庭教育
を支える環境づく
りの推進

(2)子どもが健やかに

育つ環境づくり
(3)企業・事業所等と
連携した家庭教育
支援活動の推進

２教職員の教育力を
高める

(1)子どもの力を引き

出し伸ばす教職員
の実践力の向上

(2)優秀で意欲のある
人材の確保と適切

な人事管理の推進

（３）教職員の健康管理
と働きやすい職場
づくりの推進 弓イフスデージピとの重点取観

青年前全中期
(12~１８歳ごろ）

知識や技能を主

体的に獲得し、
自己を確立

青年後期成人
期(概ね18歳』

生涯を通じ主体

的に学び、地域
社会を支える

児童期

(6~１２歳ごろ）

言語能力や認識
力が高まり、興
味関心が広がる

乳幼児期
(O～５歳ごろ）

愛情に基づく絆
の中で安心感や
信頼感が育つ

桙曰司一ぺての人力《共'三壱名一社会春EHIる生霊曽皇習寿1擾興する

２健康づくりと生涯スポーツ
の振興

(1)誰もが親しめるスポーツ活
動の充実

(2)スポーツ環境の整備・充実

３魅力ある文化の振興と歴史
文化に親しむ機会の充実

(1)文化芸術や文化財の持つ魅
､力の発信

(2)文化財の保存・継承、活用
の推進

１社会的課題に対応した学習
の推進

(1)環境に配慮した社会づくり
(2)人権尊重と共生の社会づく

り

(3)消費者教育、交通安全教育
等の推進

４生涯学習の場の充実一
(1)社会教育体制等の整備推進
(2)学習燗報提供・学習相麟の充
実と地域で実践する生涯学習

社会づくり

(3)読書環境の整備と銃番活動の
推進

(4)学びの成果を社会に生かす仕
組みづくり


